
建築学科の歴史や学部開設の経緯を聞き、工大の就職率の高さに納得すると
ともに、大学生活への期待が膨らんできました。オリエンテーションが終了して早速ですが、建築ワーク
ショップというものが行われました。１年生８人に上級生が２人つき、それぞれのグループに割り振られた
テーマを意識し、仙台の街を散策することで、新たな仙台の魅力を発見するという活動です。同級生との親
交を深めながら建築への意識を高める目的で行われ、最後には調べた内容をA1の紙にまとめて発表します。
普段とは違う視点で感覚を研ぎ澄ませてみることによって、より建築に対する興味が増しました。これから
もこの興味が絶えることなく大学生活を送ることができたら嬉しいです。1年 伏見 総太 くん

仙台第三高校 出身
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石巻工業高校 出身

私が建築学科で学んでいて特に感じるのは、建築という分野の幅広さです。
建築に関する講義の内容は、建築物全体の設計から材料一つ一つの特徴を学ぶものまで多岐にわたります。
もちろん内容が豊富な分学ぶのは大変で、難しい課題に悩まされることもあります。しかし、それを乗り越
えて納得の行く成果を出せた時には、とても大きな達成感があります。私は今年3年生となりましたが、講
義やオリエンテーションを通し入学前と比べ視野が大きく広がったと感じています。その分進路選択に悩む
事も多くなりました。しかし、この選択肢の多さをチャンスの多さと捉え、より自分らしい進路に進めるよ
う励んでいきたいと思います。
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ゼミ中の様子 懇親会の集合写真

曹研究室は、建築とAI（人工知能）の
融合研究を行っています。現在は、1名の修士学生と9名
の4年生が在籍し、先月には10名の卒業生を送り出しまし
た。研究室は自由で創造的な環境を提供し、学生たちは熱
心に議論し、協力して研究に取り組んでいます。また、学
生のうち、3名が昨年度の2級建築士試験に合格していま
す。いつも学びの場として利用できる研究室であり続ける
よう努めています。曹先生も優しく、学生たちの成長をサ
ポートしてくれます。私たちの研究に興味がある方は、ぜ
ひ一度研究室に足を運んでみてください。

Pick Up Lab.

例年になく早い桜の開花となった仙台。建築学部完成年度となる今年度は151名を迎え入れることができました。建築学科には620名
の学部生と、35名の大学院生が在籍しています。一人ひとりの成長を心から願い、丁寧に、そして最先端の建築教育を目指して取り組んで参ります。COVID-19も新たな
フェーズに入り３年前まで普通にあった大学の日常が戻ってきました。キャンパスに響きわたる学生の声、にぎやかな情景や学生の笑顔を目にするのは新鮮でもあり、

何か忘れていた感覚を取り戻すような気持ちです。今年は、台湾中原大学との留学・交流（４年生）も再開する予定ですし、海外研修も企画中です。学生の皆さんには、
大いに学び大いに学生生活を楽しんでもらいたいと思います。１年生は入学式から建築ワークショップ（仙台市内の街歩きとテーマに沿ったグループ作業とまとめ）ま

で慌ただしい１週間を過ごして前期講義がスタート。高校生活とは全く異なる仕組みと内容。大学では、一人ひとりが主体的に動くことが求められます。受け身ではな
く自ら情報を得に行く、分からないことは放置せず聴きに行く、友人に確認するなどを習慣化しましょう。また一日一回は大学のメールの確認、ポータルサイトの確認
を怠らないようにしましょう。見ていなかった…では済まされないのが大学です。皆さんとともに建築学部４年目を作っていきたいと思います。よろしくお願いします。

建築学科 入学151名
建築学専攻 入学19名 祝 入学・進学

１年生は入学式、オリエンテーション、

Campus Open Day、ワークショップと忙しい
１週間を過ごして前期がスタートしました


